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 ＳＷＯＴ分析について 

  

  

　ＳＷＯＴ分析は、経営環境を内部と外部、好ましいものとそうでないものに区分し、企業の経営環境を明確にする手法で、企業の経営戦略策定にあたって、よく用いられる手法です。 

  

　ＳＷＯＴは、Strengths（強み）、Weaknesses（弱み）、Oppotunities（機会）、Threats（脅威）の略で「スウォット」 と発音します。特に現在のように複雑で先の見えない状況における戦略策定にあたっての分析として有効です。
　Strengths（強み）とWeaknesses（弱み）は企業内部の内的要因に係るものであり、Oppotunities（機会）とThreats（脅威）は企業外部の外的要因に係るものです。 
　内的要因としては、人材、資金、研究開発力、販売体制、生産設備、組織文化などがあり、外的要因としては、自然環境、政治、経済、社会、文化、技術革新、法制度、会計制度、税制、販売市場、労働市場、購買市場、流通機構、ＩＴの動向などがあります。 
	  
  Strengths　　強　み 

  
	  Oppotunities　機　会 

	  
  Weaknesses　 弱　み 

  
	  Threats　　　 脅　威 


 
 ＳＷＯＴ分析は、自社内の人員だけで行っても構いませんが、企業経営、経営環境に精通した外部のコンサルタント等が客観的な立場で行い、その助言を受けることは、既成概念にとらわれない新たな認識を得る上で有効であると考えます。  
 個々のStrengths（強み）、Weaknesses（弱み）、Oppotunities（機会）、Threats（脅威）への対応として、強みは活かす、弱みは補う、機会は利用する、脅威は避けるようにすることは当然ですが、弱みを補うことよりも強みを活かすこと、脅威を避けることよりも機会を利用することに重点を置くことが大切です。 

 また、あらゆる課題を達成しようとして自社の力を分散させることなく、課題を重点化することも必要です。 

  

 ただし、安定した経営環境の中で、長期的な戦略を立てることが出来る場合は、弱点を克服したりすることも重要になります。 

 1960年代にEdmund Learnd,C.Roland Christensen,Kenneth Andrews他がこのＳＷＯＴ分析を開発しましたが、時間が短く環境が複雑なときに意思決定するために有益であるとされています。(注) 

   

　このＳＷＯＴ分析は、ビジネスの場面以外に、個人のキャリアアップ（能力・資格の向上）などにも応用することができます。 
　例えば、不確実性の高い環境の中で、短期的に個人がキャリアの面で優位に立とうとする場合は、個人の不得意分野を補うよりも得意分野を伸ばすことが効果的ですし、成功の機会を見つけだして利用することが重要です。 

  例外としては、幼少期、虚弱体質にも拘わらずスポーツ選手を目指し、たゆまぬ努力の結果、アメリカ大リーグで活躍している、イチロー選手のような例があります。

（注）Edmund Learnd,C.Roland Christensen,Kenneth Andrews,and others develop the SWOＴ (strengths,weaknesses,oppotunities,threats) model of analysis,useful for making decisions when time is short and circumstances complex.　―Harvard Business Review, January 2006, pp. 39
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